
重要なケアでありますが、経験不足からケアに自信を持てないこともあるのではないでしょうか。
今回は流産・死産などの周産期領域を中心に医療・地域での連携も考えながらグループワークを交え研修をします。

山梨県グリーフケア従事者研修

周産期領域でのグリーフケア
～医療と地域での支援を考える～

”グリーフケア”は医療、地域どちらでも必要なことです。
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プログラム 第一章 ： 講義
　　　　～子どもを亡くす体験とは～　
第二章 ： グループワーク
　　　　～医療者が地域で出会う場面～
※内容は一部変更となる場合があります

申し込み WebまたはFAX（裏面に記載をください）

【山梨県】
グリーフケア研修

講師 蛭田 明子
1999年～2009年日本赤十字社医療センターに勤
務。2010年聖路加看護大学博士後期課程修了後、
聖路加国際大学にて助教・准教授。2022年より現
職。2006年より聖路加国際大学PCC事業天使の
保護者ルカの会の活動に参加。令和2年、及び令和
3年度子ども・子育て支援推進調査研究事業検討委
員会に座長、検討委員としてそれぞれ参加。

経歴

湘南鎌倉医療大学

教授

参加対象者 山梨県内在勤の医療従事者、
母子保健従事者

会場 山梨県立中央病院 2F多目的ホール

申し込み期限 2023年11月17日（金） まで

開催日 2023年11月24日（金） 17：30～19：00

主催 お問い合わせ先
山梨県子育て政策課 株式会社ファミワン（委託業者）

055-223-1412 sales@famione.com
080-2243-6995


